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第1章

世田谷区のICTを活用した教育の

質的転換について



今、グロ-バル化や少子高齢化、高度情報化といった急激な社会の変化の

中、将来予測が困難になっている今の時代を生きる児童生徒にとって、自

らの知的好奇心や探究心を基にして主体的に学びを進める探究的な学びを

重視した教育への転換が求められています。また、児童生徒が他者や社会

と積極的に関わり協働的に学ぶとともに、児童生徒一人一人の個性や状況

に応じた個別最適な学習支援を行うことも必要となります。

世田谷区では、この教育の質的転換を効果的に実現するためのツールと

して、児童生徒に一人一台のタブレット端末を配置し、学校に高速大容量

通信ネットワークとクラウド環境を整備しました。

単に授業にICT機器を取り入れるだけではなく、ICT機器を効果的に活用

して探究的な学びや協働的な学び、個別最適な学習へと授業や学びのスタ

イルを転換して、児童生徒が変化に柔軟に対応したり、未来への活路を見

出したりする資質・能力を育成していきます。

一人一台のタブレットを活用した学びのイメージ

探究的な
学び

世界中の情報に
アクセス

友だちと
協働で編集

反転学習

遠隔会議

多様な教材
の提示

協働的な
学び

個別最適
な学び

オンライン
授業配信

読み上げ
機能

個別ドリル系
アプリ

学習ログの
分析

外部の講師
オンライン授業

1 今なぜ、ICTを活用して教育の質的転換を図るのか？
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世田谷区では、受け身な学び、自己完結型の学び、画一的な指導から脱却す

るために、次の3つの柱を教育の基本方針として、ICT活用を促進していきます。

（1） 探究的な学びへの転換（知的好奇心や探究心を生かした学習へ）

（2） 協働的な学びの推進（他者や社会と積極的に関わる学習へ）

（3） 個別最適な学びの支援（児童生徒の特性を活かす学習支援へ）

 これまでの学びを大きく転換していくために、ICTを活用していきます。

 一人一台のタブレット端末・高速大容量ネットワーク・クラウド等を積極的に

活用していきます。

受け身な学び 自己完結型の学び

探究的な学び

協働的な学び

画一的な指導

個別最適な学び

「教育の質の転換」 誰一人置き去りにしない教育

「子どもたちの学びを支える環境の整備」

一人一台タブレット端末 ＋ 高速大容量ネットワーク

2 ICT活用の基本方針
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児童生徒の主体的な学び
＋ ICT活用型

教師の一斉講義型
＋ ICT活用型

教師の一斉講義型

導入

展開

まとめ

教師による学習
課題の提示

教師の一斉講義

個別学習

教師の解説

教師によるICTを活用
した学習課題の提示

教師の一斉講義

教師の解説

教師の指示によるICT
を活用した個別学習

教師の一斉講義

教師の指示によるICT
を活用した協働学習

児童生徒が学習課題
を設定し、ICTで共有

アナログでの探究的学び

児童生徒が
アナログとICTを
自分で選択

ICTで学習者が
授業の振り返りを記録

ポートフォリオの蓄積

教師の机間巡視／
個別にアドバイス

授業の流れ

教師によるファシリテーション

ICTを活用した探究的な学び

（1）探究的な学びへの転換

教員の一斉
＋ ICT

教員によるICTを活用
した学習課題の提示

教員の解説

教員の指示によるICT
を活用した個別学習

教員の一斉講義

教員の指示によるICT
を活用した協働学習

教員の一斉講義型

導入

展開

まとめ

教員による学習
課題の提示

教員の一斉講義

個別学習

教員の解説

授業の流れ

児童生徒が主体的に課題を解決していく探究的な学び

これからの「学び」は、教員が「教える」学びから、児童生徒が学びの主体

となり、課題を解決していく新しい学びへ転換する必要があります。

児童生徒はICT機器を積極的に活用し、関心をもった事柄を、時間や場所の

制約を受けることなく、自由に調べ、学んでいきます。

教員には、魅力的な教材を提示したり、自発的にICTを活用して興味や関心

のある事項を学習できるように個別に支援したりすることが求められます。
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「教員の一斉講義型」の学び

ICTを活用した「児童生徒の探究的な学び」

講義型
活用型

児童生徒の主体的な学び
＋ ICT活用型

教師の一斉講義型
＋ ICT活用型

教師の一斉講義型

導入

展開

まとめ

教師による学習
課題の提示

教師の一斉講義

個別学習

教師の解説

教師によるICTを活用
した学習課題の提示

教師の一斉講義

教師の解説

教師の指示によるICT
を活用した個別学習

教師の一斉講義

教師の指示によるICT
を活用した協働学習

児童生徒が学習課題
を設定し、ICTで共有

アナログでの探究的学び

児童生徒が
アナログとICTを
自分で選択

ICTで学習者が
授業の振り返りを記録

ポートフォリオの蓄積

教師の机間巡視／
個別にアドバイス

授業の流れ

教師によるファシリテーション

ICTを活用した探究的な学び

教員の机間指導／
個別にアドバイス

教員によるファシリテーション

児童生徒の探究的な学び
＋ ICT活用型

児童生徒が学習課題
を設定し、ICTで共有

児童生徒が学びに合わせて
多様なツールから選択 対面または

ICTを活用して意見交流

ICTで学習者が
授業の振り返りを記録

児童生徒が
アナログとICTを
自分で選択

 発言を促す
 めあてを確認する
 議論を整理する
 個別にアドバイス

ポートフォリオの蓄積
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他者や社会と積極的に関わる協働的な学び

（2）協働的な学びの推進

 インターネットを通じて世界中の情報にアクセスしやすくなり、これまで

接したことのない文化や考え方、地球規模の課題などに接していく機会が

増えます。

 児童生徒は、教員と学習計画を共有し、友達と問題意識を共有して課題を

明確にします。一人一人の学習状況に応じたアドバイスを受けることもで

きます。

 友達と協働しながら様々な情報から課題解決につなげる作業を行ったり、

少人数のグループ内での意見交換を行ったりします。

 外部の専門家や実際に社会の様々な仕組みに携わっている人との交流が可

能となり、課題の理解を深められます。

 教員には、児童生徒が互いに協働し、話し合って考えを整理できるように

支援したり、まとめたことを分かりやすく発表できるように支援したりす

ることなどが求められます。

 また、児童生徒を社会と積極的に関わらせて、自身のキャリアに関心をも

たせ、自分の将来をイメージした学びへとつなげられるように支援するこ

とも重要です。
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ICTを活用した「他者や社会と積極的に関わる学び」の効果（例）

自ら課
題意識
をもつ

課題を
設定し
計画を
立てる

友だちと
協働して
課題を解決
する

学習成果を
振り返る

• インターネットを通じて世界中の情報にアクセスする
• 動画・3D等デジタル教材により課題を発見する

• 学習計画を友達と相談しながら立案する
• 教員と学習計画を共有し、コメントをもらう

• 画像や図表、動画などに自在に加工・表現する
• 友だちと協働しながら資料を制作、説明、発表する
• 学校の外にいる専門家や社会人と交流する

• 学習過程を簡単に可視化する
• 学習状況を教員とリアルタイムで共有する
• 教員から一人一人の学習進度、悩んでいる状
況などに適したコメントをもらう

11
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ICTを活用した「個別最適な学び」の支援

児童生徒の学習進度や障害特性、登校状況に応じた個別最適な学びの支援

（3）個別最適な学びの支援

 児童生徒の学習データを蓄積し、ＡＩに自動分析させることにより、一人

一人の学習の進捗状況に応じた課題の提供や学習支援が可能となります。

 障害のある児童生徒の特性に合わせた学習支援を行ったり、不登校の児童

生徒にオンラインで授業に参加させたりすることも可能になります。

 教員が、個別の児童生徒に対してオンラインで学習や生活上の支援・相談

に応じたり、撮影・録画した授業内容を配信したりするなど、児童生徒の

多様なニーズに即した支援を行いやすくなります。

 これまでと比べて、困難さを抱える児童生徒の支援の可能性が飛躍的に拡

大します。

個別最適な学び
オンライン
授業配信

オンデマンド
授業配信

読上げ・
音声入力

AI学習診断

UDフォント

視覚優位

個別ドリル系
アプリ

双方向型
学習支援
アプリ

ビッグデータ
活用

オンデマンド
動画視聴
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※1 小学3年生以上が利用できます。（令和3年4月現在）

※2 アプリの機能により可能となるため、環境整備など条件を整えることで

利用できます。

※3 個人情報の保護に関すること、ICT操作スキルに関すること、配信スケジュール

に関することなどについて、学校と児童生徒、家庭との共通の運用ルールを決め

て実施する必要があります。

児童生徒の特性 特性に応じた学習支援

学習が遅れがちな子ども
個別ドリル系アプリの活用※1

オンラインで学習相談

学習を速く進めたい子ども
個別ドリル系アプリの活用

自分の課題意識に応じた調べ学習

発言が苦手な子ども チャット機能の活用

集中するのが苦手な子ども 視覚に訴える教材の提示

知的障害・肢体不自由・情緒障

害・学習障害のある子ども

視覚に訴える教材の提示/個別ドリル系アプリの

活用/ＵＤフォント・音声文字入力・拡大表示・

文字読み上げ機能の活用※2

不登校の子ども（健康上その他

の理由で登校できない場合も含

む）

オンラインで課題の提出/オンライン授業への参

加/オンデマンド動画の視聴/個別ドリル系アプリ

の活用/オンラインで個別相談※3

ギフテッド等の学習面で高い能

力を発揮する子ども

個別ドリル系アプリの活用/オンラインで上学

年・学校の授業への参加/オンデマンド動画の視

聴

ICTを活用した「児童生徒の特性を活かす学習支援」の具体例
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導入

日常

利用

学習

活用

 基本操作、アカウントの管理、充電、持ち運び方法を学ぶ

 情報リテラシーや適切な使い方について学ぶ

 各種便りの配布、一斉メール配信など一方向コミュニケーションの

取り方を学ぶ

 キーボード入力、データ保存、データ送信を学ぶ

 教員と児童生徒の双方向コミュニケーションの取り方を学ぶ

 係活動、児童生徒会活動等での利用方法を学ぶ

 クラウドを活用して友だちと文書や動画等の協働編集、情報発信の

仕方を学ぶ

 児童生徒同士の双方向コミュニケーションの取り方を学ぶ

 ドリル系アプリやプレゼンテーション作成アプリ等の様々なアプリ

の利用方法を学ぶ

すべての児童生徒がICTを活用した新しい学びに取り組めるように、学校全体

でICT活用を推進することが大切です。

そのために、導入の見通しや、運用ルール、リスク対策などについて、教員

と児童生徒、保護者の間で共通理解を図る必要があります。

また、校務分掌に持続可能な推進チームを組織し、教員間でクラウドを活用

して効率的に情報を共有するなど、組織的な推進体制を構築しましょう。

（1）ICT導入の基本的なステップ

導入から日常利用・学習活用までの基本的なステップ

ステップ 児童生徒が学ぶこと

コミュニケーションの広がりがポイント！

 導入の初期段階、児童生徒たち一人一台のタブレットを活用した学びの変

革は、3つのステップをたどると想定されます。

 スムーズに進めていくために、各ステップで学ぶことを確実におさえま

しょう。

3 ICT活用をどのように進めていくか
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校内の持続可能なICT推進チームの組織

導入段階では、ICT推進担当者は研修へ参加して校内の教員に伝達したり、

ICT環境を整備したり、校内の利用ルールを設計したりと業務が増えます。一

人に負わせることなく、チームを組織して複数で対応しましょう。

推進チームに属さない教員も同学年や同教科の教員との連携を強化すると

ともに推進チームのノウハウを、クラウドを活用して効率的に全教員で共有

してベースアップを図りましょう。また、ICTの操作に慣れていない教員には

サポートスタッフを活用して手厚いフォロー体制を整えましょう。

校内のICT
推進体制

サポートスタッフの活用
指導主事・ICT支援員・学習指導サポーター・スクールサポートスタッフ等を

積極的に活用する

推進リーダー

推進メンバー

一般教員一般教員

サブリーダー

〇複数の教員で担当
一人の教員に負担をか
けることなく、持続可
能な体制を構築

〇次世代リーダー育成
年齢、経験を問わず、
やる気のある教員の登用

〇ミドルリーダーの登用
授業改善や生活指導に
及ぶことも考慮して人選

〇効率的な情報共有
クラウドの活用、定期の
短時間研修の実施等の工夫

同学年・同教科などチームで協力する体制

ICT推進チーム

（2）ICT活用を支える校内体制
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クラウドを活用した効率的な情報共有

Microsoft Teamsやロイロノートスクール等のアプリで作成したデータは

クラウドを活用することで学校内はもとより区内全域の教員と情報を共有す

ることができます。将来的には、クラウドを活用してICT活用のノウハウや好

事例などを区内全体で広く共有できるシステムを構築します。

クラウド

教材
学習
指導案

写真
動画

実践
事例

ワーク
シート

研修
動画

A校 B校 C校 D校

全校共
用

教員のみ

共有
フォルダ

全校
共用

小学4年
小学3年

小学2年

小学1年

教員のみ

音楽
生活

算数

国語

小学1年

かんじ

カタカナ

ひらがな

国語

※今後、このような共有フォルダを構築することをイメージしています。

（3）教育委員会による支援体制

16



「ICTインフルエンサーによる情報発信」

世田谷区教育委員会が、3つの条件を兼ね備えた教員にICT活用を普及啓

発する役割を委嘱します（ICTインフルエンサー）。他の教員にICTを活用

した新たな学びの具体的なイメージを普及して区内全体のICT活用を推進し

ていきます。

【情報発信の例】

ICTインフ

ルエン

サー

ICTを活用した

新たな学びを実践

できる人

ICTを活用して

情報発信できる人

他校の教員に

普及啓発できる人

他校の教員と

オンラインミーティング

ノウハウを

オンデマンド配信

公開授業のライブ

配信

コラム①

17

近隣の学校のICT担当者と定期的に

つながり効果的な活用方法を広める

ICT活用の実践事例やポイントを短い

動画にまとめてオンラインで配信する

ICTを活用した授業をライブ配信する



① ICT機器を、児童生徒が「いつでも」「どこでも」「自分で選択して」

使えるようにする

② 一人一人の歩み方に寄り添う

③ トライ＆エラーと危機管理の両面からアプローチする

（4）一人一台のICT活用を成功させるための3つのポイント

ICT活用を促進するための三位一体の方針

いつでも
どこでも
自分で選択し
て使えるよう
にする

一人一人の
歩みに
寄り添う

トライ＆
エラーと
危機管理の
両面から
アプローチ
する

子どもの主
体的な活用

教員の
支援

18



ポイント1「いつでも」「どこでも」「自分で選択して」使えるようにする

AfterBefore

教員
の
教具

準備が
必要

教員に
指示
されて
使う

子ども
の

文房具

手元に
ある

いつでも
どこでも
自分で選
択して
使う

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

19

「筆箱とノート」か「タブレット」か

『自分で選択して使う学びへ』

児童生徒一人一人の知的好奇心や探究心に応じて、自ら考えて学びを進めていく

ためには自分で選択してICTを活用することが必要です。

これまでのような使い方ではなく、タブレットを筆箱やノートと同じ文房具とし

て一人一人が身近な所に置き「いつでも・どこでも・自分で選択して」使えるよ

うにしましょう。



ポイント2 一人一人の歩みに寄り添う

導入期
（わくわく期）

期待効果が高まる

挑戦期
（やらかし期）

想定外の使用をする

安定期
（ぐんぐん期）

日常化する

タブレットを使って
何をしようか！

日常生活の中で
工夫して使い方を
広げていきます！

これやって
みようかな？

みんなで一緒に
考えて創り出し
使いこなそう

いろいろやらかしますが
一つ一つ解決して

そこから次のステップに
つながっていきます！

20



 ICT活用の導入期、おおよそ3つの段階を経て日常的に利用されるよう

になると想定されます。

 2段階目の「挑戦期」では、児童生徒が、教員の想定外の使い方をし

て、予期せぬ問題が発生することもあります。

 深刻な問題にならないよう、各段階の対応を丁寧に進めましょう。

 問題を円滑に解決することで、次の段階に進んだ時に活用の幅が広

がっていきます。

 なお、使うツールや一人一人のICT習熟度等によって各段階を進む速

さが違ったり、時には戻ったりもします。

 一人一人の歩みの違いを丁寧に理解し、寄り添い、個々にふさわしい

支援を行っていきましょう。

21

「Side by Side」
一人一人の歩みに寄り添う支援



ポイント3 トライ＆エラーと危機管理の両面からアプローチする

学校は安心して失敗できるところ

・問題が起きたら児童生徒・教員・保護者と

一緒に解決していこう！

学校は失敗が許されないところ

・問題が起きたらどうするんだ…

マインド
チェンジ
ただし
危機管理
が重要

 想定外の使い方をしたときに、学校は安心・安全に失敗できる場とい

う認識に立ち、トライ＆エラーを受け止める許容力を持つ必要があり

ます。

 「何か問題が起こったらどうしたらいいのか」から「何かあった場合

にどう対応しよう」とマインドチェンジしていくことが大切です。

 一方、「こういうことが起こる可能性があるから、その場合にはこう

対応しよう」という危機管理の視点ももちましょう。

22

「オンラインによる見守り体制」

児童生徒のタブレットの利用状況は、管理ツールによって見守ることができま

す。また、外部からの不正アクセスをブロックすることもできます。教員が児童生

徒のICT活用状況をオンラインで見守り、何かあった場合には児童生徒や保護者と

一緒に解決していきましょう。

児童生徒

学級管理者

学校管理者

全体管理者 教育委員会

校長

副校長

学級担任

Ａさん Ｂさん Ｃさん

学級担任 教科担任

【管理ツールにて一括設定】
使用状況の履歴の管理/アプリのイ
ンストールの制限/Web検索のフィ
ルタリング/ハッキング・ウイルス
感染の対策

コラム②



第2章 計画の概要



1 計画策定のねらい

世田谷区では教員のICT活用指導力を、

‣「オンライン授業の運営」 ‣「授業中におけるICTの活用」

‣「授業以外でのICTの活用」 ‣「ICTを活用した家庭学習の支援」

の4つに分類・整理して、令和2年度に実態調査を行いました。

「できる」「ほぼできる」の割合が最も低かったのは、

「オンライン授業の運営」です。

この項目を苦手と感じているのは、年代（50歳代以上）、

教職経験年数（21年目以上）、職層（主任教諭）、

所属学年（小学校2・3年）の教員が多いという傾向にありました。

校内のICT推進チームを機能させ、指導スキルが低く苦手と感じている教員

を支援し、校内で孤立させないようにすることが大切です。

11.8

30.7

20.4

13.2

25.6

42.2

36.4

38.6

34.7

19.7

28.4

33.3

27.9

7.3

14.9

14.9

オンライン授業の運営（臨時休

業中等を含めて）について

授業中におけるICT の活用につ

いて

授業以外の場面におけるデジタル

技術を活用した教育活動

ICT を活用した家庭学習の支援

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる ほぼできる あまりできない できない

できる
（計）

37.4

72.9

56.8

51.8

でき
ない
（計）

62.6

27.1

43.2

48.2

オンライン授業の運営（臨時休業中

等を含めて）について

授業中におけるICT の活用について

授業以外の場面におけるデジタル技術

を活用した教育活動

ICT を活用した家庭学習の支援

ICT活用指導力の自己評価（n=2,368）
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オンライン授業の運営

授業中におけるICTの活用授業中におけるICTの活用

授業以外でのICTの活用

ICTを活用した家庭学習の支援

（1）世田谷区の教員のICT活用指導力の現状



この計画を通じた最終達成目標

これまでの「学び」を大きく転換するために I CTを積極的に活用す

ることが求められています。

ICTは児童生徒の知的好奇心や探究心に基づいた探究的な学びを支援

する有効なツールとなります。また、児童生徒が他者や社会と積極的に

関わる協働的な学びや、児童生徒一人一人の個性や状況に応じた個別最

適な学びの可能性を広げるツールにもなります。

今後3年間で世田谷区の教員の実態に即した有効な研修、研究を実

施して、目標値に到達させるために段階的かつ着実に教員の人材育

成を進めていきます。

I CT活用指導力 現状（令和2年度） 目標（令和5年度）

オンライン授業の運営 3 7.4％ 7 0％以上

授業中におけるICTの活用 7 2.9％ 9 0％以上

授業以外での IC Tの活用 5 6.8％ 8 5％以上

I CTを活用した
家庭学習の支援

5 1.8％ 8 5％以上

できる｣｢ほぼできる｣の
肯定的な回答の割合

25

（2）計画の目的



ICT活用指導力
現状値
（％）

オンライン授業の運営について 3 7.4

ア 児童生徒に対して撮影・録画した授業内容を配信する。 4 6.6

イ 児童生徒に対してビデオ会議で授業をする。 3 5.6

ウ
個別もしくは少人数グループの児童生徒に対してビデオ会
議で学習や生活上の支援・相談をする（不登校対応含む）。

3 4.8

授業中における ICTの活用について 7 2.9

エ
児童生徒の関心を高めるための動画や写真等の教材を教室
で投影する。

8 8.3

オ
児童生徒が互いに協働し、話し合って考えを整理できるよ
うに支援する。

7 1.5

カ
児童生徒が互いに協働し、レポートや資料、作品を制作す
るように支援する。

6 7.3

キ
児童生徒が自分の興味や関心のある事項、苦手な事項など
繰り返し学習できるように個別に支援する。

6 8.9

ク
児童生徒がそれぞれの理解、習熟の程度に応じて学べるよ
うに個別に支援する。

6 8.2

ケ
児童生徒がまとめたことを発表、プレゼンテーションでき
るように支援する。

6 8.1

授業以外でのIC Tの活用について 5 6.8

コ 家庭・保護者に向けて添付ファイル等で情報発信する。 6 2.6

サ
児童生徒に対して課題の提示、受け取り（提出）、課題に
対してコメントをする。

5 3.8

シ 児童生徒に自発的に活用できるような支援を充実させる。

ス
I CTリテラシーに関する教育ついて、校則等で一律に縛るの
ではなく、児童生徒と共に IC T活用方法の良し悪しに関する
考えを深めようと努める。

I CTを活用した家庭学習の支援について 5 1.8

セ 児童生徒が授業を振り返り学べるように支援する。 5 1.6

ソ
児童生徒を家庭学習でひとつの課題に対して自分で調べた
り考えをまとめたりする学習に取り組ませる。

5 1.2

ICT活用指導力の現状値（できる｣｢ほぼできる｣の肯定的な回答の割合）
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2 計画の位置づけ

世田谷区基本構想

世田谷区基本計画

子ども・若者が住みやすいまちをつくり、教育を充実する

第2次教育ビジョン 第2期行動計画

世田谷区教育の情報化計画 第2期行動計画

基本方針（2）

教科等指導における情報通信技術の活用

教員の

I CT活

用指導

力の

育成

学校の

I CT教

育環境

の整備

I CTを

活用し

た授業

推進校

と研究

協力校

での

研究

デジタ

ル教科

書・教

材の活

用推進

特別支

援教育

の充実

教育総

合セン

ターの

I CT教

育環境

の推進
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3 実施体制

～外部リソースも活用して持続可能で発展的な体制で実施します～

教育政策部教育研究・研修課が外部有識者や民間企業の外部リソー

スと連携しながら、効果的な研修・研究を行い、教員のI CT活用指導

力の育成を図っていきます。また、日常の教育活動でICTが効果的に

活用されるよう教育指導課の指導主事は授業を視察して指導助言を行

います。３者が連携して持続可能で発展的な実施体制を構築し、教員

研修や校内研究の充実を図っていきます。

持続可能な研究・研修の実施体制

日常の授業への
指導助言

教員のニーズに応じた
OFF-JT研修

グループ研究
の企画運営

28

外部リソースの活用

外部有識者 民間企業

教育研究・研修課 教育指導課

学 校

ICT支援員

高度専門人材
による研修・研
究の指導助言

研修・研究業務
の支援



4 計画の期間

～最新の動向を踏まえてアップデートしていきます～

期間は、令和3年度から令和5年度までの3年間とします。計画の進

捗状況は、教員研修・教育研究の所管である教育政策部教育研究・研

修課が管理します。

研修・研究内容は毎年行う実態調査の結果、国や他地域の動向、さ

らに学校現場の教員や外部有識者の意見を踏まえて毎年アップデート

していきます。

研修・研究内容のアップデート

令和3年度

令和4年度

令和5年度

‐実態調査の結果
‐国や他地域の動向
‐学校現場の教員や
外部有識者の意見

‐実態調査の結果
‐国や他地域の動向
‐学校現場の教員や
外部有識者の意見

29



5 計画の進行管理

～PD CAサイクルを回して着実に目標を達成します～

P DCAサイクルに基づいて計画の進捗を確認し、着実に推進するため

の具体的な取組を設定します。特に、 ICT活用指導力の4つの分類の中

から重点達成目標を年度毎に設定し、教員の実態に即して効率よく実

効性のある研修・研究を実施していきます。

学校を支援するためのPDCAサイクル

Action Plan

DoCheck

●研修・研究体系の立案
O FF- JT:重点達成目標や教員
の実態、国や都の情勢等を踏
まえて対象者や内容、方法等
を設定
O JT:校内推進体制や研修
テーマの例示

●研修・研究の実施
O FF- JT:外部専門人材を講師
やサポーターとして登用
O JT:指導主事とICT支援員が
連携して研修・研究支援、外
部専門人材の派遣支援、実践
事例の提示

●実態調査で効果の検証
O FF- JT:全教員へのアンケー
ト調査の実施、経年変化によ
る伸びと課題の明確化
O JT:学校訪問による現地調
査や管理職ヒアリング

●課題解決策の提案
O FF- JT:校長会や外部有識者
と協議して解決策と次年度の
重点達成目標を設定
O JT:成果報告機会の提供

30
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第3章 計画の内容



第2章で示した実態調査（令和2年度実施）に基づいて

以下4つの「 IC T活用指導力」

‣「オンライン授業の運営」

‣「授業中におけるICTの活用」

‣「授業以外でのICTの活用」

‣「ICTを活用した家庭学習の支援」

について、現状と課題から3年間の年次目標を設定しました。

今後、授業の中で I CT機器を活用して探究的な学び・協働的な学び

を進めること、様々な事情で学校とは異なる場所で授業を受けたり、

学習を進めたりする児童生徒に学びの保障をすることは、世田谷区

の教員にとっては重要な職務となります。

I CT活用指導力を問われ、現在は「できる」「ほぼできる」と肯定

的に回答することまではできない教員も、教員同士や支援員等のサ

ポートを受ければ IC T活用ができるまでのスキルの向上をめざします。

1 育成すべき能力
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③ 成果指標と年次到達目標

 Y ouT ube等による動画配信や、 Zoo m等ビデオ会議アプリによるオンライ授
業は、感染症対策として登校できない児童生徒、また医療的ケアが必要、
あるいは不登校状態の児童生徒に向けた学習機会の提供として行われてい
ます。

 令和2年度中は、学校のネットワーク環境や端末の配備状況に制約があり
ましたが、令和3年 3月に環境が整いました。

 すべての教員が児童生徒にオンラインによる学びを保障する観点から、動
画配信やオンライン授業が実施できるといった教員のICT活用指導スキル
を高める必要があります。

② 現状と課題

具体的には以下のような活用場面が想定されます。

○ 児童生徒に対して撮影・録画した授業内容を配信する。

○ 児童生徒に対してビデオ会議で授業をする。

○ 個別もしくは少人数グループの児童生徒に対してビデオ会議で学習や

生活上の支援・相談をする（不登校対応、感染症対策による休業含む）。

① オンライン授業を運営するための能力

成果指標 現状
令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

オンライン授業の運営に関するICT活用指導ス
キルに「できる」「ほぼできる」と肯定的に回
答する教員の割合

37.4％ 50％ 60％
70％
以上

具体的な活用場面 【肯定的に回答する割合】

児童生徒に対して撮影・録画した授業内容を配
信する。

46.6% 60% 70%
75%
以上

児童生徒に対してビデオ会議で授業をする。 35.6％ 50％ 60％
70%
以上

個別もしくは少人数グループの児童生徒に対し
てビデオ会議で学習や生活上の支援・相談をす
る（不登校対応含む）。

34.8% 50％ 60％
70%
以上
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（1）育成すべき能力１「オンライン授業の運営」



③ 成果指標と年次到達目標

 探究的な学びを実現するために、ICT機器を活用した学習意欲の喚起や双方向型の学習支

援アプリを用いた協働的な学習を行っていきます。

 令和2年度から導入したコミュニケーションを活性化する学習支援アプリ（ロイロノー

ト）や、令和3年度から使用できるMicrosoft Teams等を効果的に活用する教員のICT活用

指導スキルの向上が求められます。

② 現状と課題

具体的には以下のような活用場面が想定されます。

○ 児童生徒の関心を高めるための動画や写真等の教材を教室で投影する。

○ 児童生徒が互いに協働し、話し合って考えを整理できるよう支援する。

○ 児童生徒が互いに協働し、レポートや資料、作品を制作するよう支援する。

○ 児童生徒が自分の興味や関心のある事項、苦手な事項など繰り返し学習できるよう個別支援

する。

○ 児童生徒がそれぞれの理解、習熟の程度に応じて学べるよう個別支援する。

○ 児童生徒がまとめたことを発表、プレゼンテーションできるよう支援する。

① 授業でICTを活用するための能力

成果指標 現状
令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

授業中におけるICT活用指導スキルに「できる」
「ほぼできる」と肯定的に回答する教員の割合

72.9％ 80％ 85％
90％
以上

具体的な活用場面 【肯定的に回答する割合】

児童生徒の関心を高めるための動画や写真等の教
材を教室で投影する。

88.3% 90% 95%
95%
以上

児童生徒が互いに協働し、話し合って考えを整理
できるように支援する。

71.5% 80% 85%
90%
以上

児童生徒が互いに協働し、レポートや資料、作品
を制作するように支援する。

67.3% 80% 85%
90%
以上

児童生徒が自分の興味や関心のある事項、苦手な
事項など繰り返し学習できるように個別に支援す
る。

68.9% 80% 85%
90%
以上

児童生徒がそれぞれの理解、習熟の程度に応じて
学べるように個別に支援する。

68.2% 80% 85%
90%
以上

児童生徒がまとめたことを発表、プレゼンテー
ションできるように支援する。

68.1% 80% 85%
90%
以上 34

（2）育成すべき能力２「授業におけるICT活用」



※令和３年度以降の調査において追加する活動場面

③ 成果指標と年次到達目標

 学校休業や分散登校の期間は、学校と家庭の双方向のやり取りの重要性が認識されました。

 また、授業以外の学習活動にも、ICT機器を活用することで時間と空間を超えた有用な学び

を児童生徒に提供することも可能です。

 教員には、様々なICT機器、また動画配信アプリやビデオ会議アプリなどを用いた学習活動

の組み立てや、児童生徒、保護者とのコミュニケーションを活性化するICT活用指導スキル

が求められます。

② 現状と課題

具体的には以下のような活用場面が想定されます。

○ 家庭・保護者に向けて添付ファイル等で情報発信する。

○ 児童生徒に対して課題の提示、受け取り（提出）、課題に対してコメントする。

○ 児童生徒に自発的に活用できるような支援を充実させる。

○ ICTリテラシーに関する教育について、校則等で一律に縛るのではなく、児童生徒共に

ICT活用方法の良し悪しに関する考えを深めようと努める。

① 授業以外でICTを活用するための能力

成果指標 現状
令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

授業以外の場面におけるICT活用指導スキルに
「できる」「ほぼできる」と肯定的に回答する
教員の割合

56.8％ 70％ 80％
85％
以上

具体的な活用場面 【肯定的に回答する割合】

家庭・保護者に向けて添付ファイル等で情報発
信する。

62.6% 70％ 80％
85%
以上

児童生徒に対して課題の提示、受け取り（提
出）、課題に対してコメントする。

53.8%
70％ 80％

85%
以上

生徒が自発的に活用できるような支援を充実さ
せる。※

70％ 80％
90%
以上

ICTリテラシーに関する教育について、校則等
で一律に縛るのではなく、児童生徒と共にICT
活用方法の良し悪しに関する考えを深めようと
努める。※

70％ 80％
90%
以上
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（3）育成すべき能力３「授業以外でのICT活用」



③ 成果指標と年次到達目標

 様々な理由で学校に来ることができない児童生徒に対して、学習の機会を提供し、学

びを保障する取り組みが始まっています。

 ICTを活用することにより、学校以外の場所で学習をする児童生徒に、ドリル系アプリ

（Qubena）などによる個別最適な学習支援を行うことが可能となります。

② 現状と課題

具体的には以下のような活用場面が想定されます。

○ 児童生徒が後で授業を振り返り学べるように支援する。

○ 児童生徒を家庭学習でひとつの課題に対して自分で調べたり考えをまとめたりする

学習に取り組ませる。

① ICTを活用した家庭学習を支援するための能力

成果指標 現状
令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

ICTを活用した家庭学習の支援に関するICT活用
指導スキルに「できる」「ほぼできる」と肯定
的に回答する教員の割合

51.8％ 65％ 75％
85％
以上

具体的な活用場面 【肯定的に回答する割合】

児童生徒が後で授業を振り返り学べるように支
援する。

51.6% 65％ 75％
85%
以上

児童生徒を家庭学習でひとつの課題に対して自
分で調べたり考えをまとめたりする学習に取り
組ませる。

51.2% 65％ 75％
85%
以上
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（4）育成すべき能力４「ICTを活用した家庭学習の支援」



2 研修

教員一人一人のICT活用スキルの向上をめざして、令和3年度以降、世田谷区とし

て以下のようにＯＦＦ-ＪＴ研修を実施します。そして、職層や校内の分掌に応じ

て実施した研修の内容が、校内のICT推進チームの機能、校内研究や研修、日常の

ＯＪＴを通じて全ての教員に浸透する仕組づくり（前述した「ICT活用を支える校

内体制」）を学校と教育委員会が連携して構築することが大切です。

① 種類、対象者、時期、内容
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研修の
種類

対象者
実施
時期

研修の内容

職層研修
校長
副園長
教務主任

４月
～
５月

世田谷区におけるＩＣＴ活用教育推進の考え方や取組み、
また校内の推進体制の構築方法を理解する研修を実施し
ます。管理職や分掌主任として、所属の教員へ研修内容
を周知し、区内全体のＩＣＴ活用指導力の向上を図りま
す。

年次研修
若手教員
中堅教員

通年

若手教員育成研修や中堅教諭等資質向上研修の授業力向
上に関する研修の中で、ＩＣＴ活用に係る研修を行いま
す。また、若手教員育成研修（１年次～３年次）の校内
における研修でも、ＩＣＴ活用指導力向上の視点を踏ま
えながら、授業づくりについて研修していきます。

ＩＣＴ推
進担当者
研修

推進
リーダー

年間
３回

ＩＣＴをツールとして活用する教員の指導力を向上させ
るため、各校のＩＣＴ推進リーダー向けに研修を実施し
ます。受講した推進リーダーはＩＣＴ推進チームの機能
を生かして、校内の教員のＩＣＴ活用指導力の向上をめ
ざします。

プログラ
ミング・
ＳＴＥＡ
Ｍ研修

担当者 ５月

プログラミング教育担当の教員や、プログラミング教
育・ＳＴＥＡＭ教育といった教育施策に関心がある教員
を対象として実施します。教育委員会が主導するグルー
プ研究とも連携します。

（1）「ＯＦＦ-ＪＴ研修」
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令和３年度 令和４年度 令和５年度

職層研修、年次研修等
情報推進担当者研修
プログラミング教育・
ＳＴＥＡＭ教育研修

ＩＣＴ活用推進に関
する教員研修の充実
に向けた検討

ＩＣＴ活用推進に関
する新たな教員研修
の試行

ＩＣＴ活用推進に関
する新たな教員研修
の検証

ＩＣＴインフルエンサー
によるミーティング研修

ＩＣＴインフルエン
サーの選任、普及・
啓発活動の開始

ＩＣＴインフルエン
サーによる普及・啓
発活動の検証・改善

既存制度の終了によ
る新しい普及・啓発
活動の実施

ビギナー
研修

スキル向
上をめざ
す教員

夏季
休業
期間

「誰でも、いつでも、どの教科等でも適切にＩＣＴが活用で
きる」の実現に向け、操作スキルから始め、有効的な活用ま
での能力向上を図ります。

導入研修
推進リー
ダー等

適宜

機器の操作、アカウントの管理、アプリの使用など、ＩＣＴ
活用に関する新たな対応に向けて適宜研修を行います。各校
の推進リーダーやサブリーダーが受講し、校内での伝達講習
や校内ＯＪＴにより全ての教員の内容理解・操作スキル向上
を図ります。

インフル
エンサー
研修

インフル
エンサー

随時
活動

ＩＣＴインフルエンサーが、ＩＣＴ教育推進アドバイザーに
よる研修を受け、最新のＩＣＴを活用した教育の情報を得る
とともに、自身のＩＣＴ活用スキルを高めます。

インフル
エンサー
に よ る
ミーティ
ング研修

インフル
エンサー
及び
各校推進
担当者

月に
１回
程度

ＩＣＴインフルエンサーによる近隣の学校のＩＣＴ推進担当
者とのミーティングを計画的に実施します。校内における効
果的な伝達講習のやり方などをグループ内で共有し、学校間
の格差が生じないように、区内全体のＩＣＴ活用指導スキル
の底上げを図ります。
※ＩＣＴインフルエンサーの詳細はP.17及びP.42

校内研修
支援

学校の課
題に対応

適宜
指導主事及びＩＣＴ支援員の訪問により、校内研究及び研修
の支援を行います。

② 年次スケジュール



 中学校の教員組織では、学年集団の結束や同じ教科の教員同士が協力する中で学校運

営が展開されています。

 ICT活用を苦手と感じている教員を取り残すことなく、インフルエンサーの機能も活用

しながらチームとしてICT活用指導力を向上させることが大切です。

指導内容が多くなる中学校においては、知識をどのように伝授するかに指導の重点が置

かれることがありますが、 ICTをツールとして活用することで、知識を確実に習得させる

とともに、思考力・判断力・表現力等を育む効果的な授業を行うことができます。

② 校種による違いを踏まえた育成
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 校長・副校長は、校内のICT推進チームを機能させ、ICT活用指導スキルが低かったり

苦手と感じたりしている教員を支援し、校内や学年の中で孤立させないようにするこ

とが大切です。

 また校長・副校長は、児童生徒の発達段階や教科の特性を踏まえたICT活用指導場面

について、直接指導するとともに、校内研修を充実させて学ぶ機会を保障することが

必要です。

4つの活用指導力の中で「できる」「ほぼできる」の割合が最も低かった「オンライン

授業の運営」について属性ごとに分析したところ、以下の教員のICT活用指導スキルの自

己評価が低い実態があります。

ア 年代（50歳代、60歳） イ 教職経験年数（21年目以上）

ウ 職層（主任教諭） エ 所属学年（小学校2～3年）

① ICT活用を苦手と感じている教員の育成

授業力の向上や安定した学級経営をめざして、学校では校内ＯＪＴは重要な人材育成

方法として取り組まれています。ICT活用についても、推進リーダーによる伝達講習、ま

たペアやグループによるミニ研修等の取り組みによる指導力の向上が期待できます。

全教員に配布される「世田谷教育ICT活用ハンドブック」やICTインフルエンサーが作

成する「せたがやTips動画」などを有効に活用したＯＪＴにより、区内教員全体のICT活

用指導スキルの向上を図ります。

（2）「ＯＪＴ研修」～校内における人材育成の留意点～
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ア 文部科学省：「StuDX Style」

イ 熊本市「タブレット端末を活用した授業実践動画」

ウ 鳥取県「ICT活用ハンドブック」

エ 戸田市「ICTのマストアイテム化による戸田市の学びの改革」

オ つくば市「つくば市ICT教育活用実践事例集」

カ 宮城県「教科指導におけるICT活用『MIYAGI Style』」

② 先進自治体の取組みの活用

ア Microsoft社「Microsoft サポート」

イ アップル社 「Apple 教育ー小中高等学校」

ウ ロイロノート社 「ロイロノート 使い方マニュアル」

エ COMPASS社 「Qubena サポートサイト」

オ Zoom社 「ヘルプセンター」

① 企業作成コンテンツの利用

教育委員会としての施策の他にも、教員のICT活用指導力の向上に資する様々なコン

テンツが存在します。

前述したICT活用指導を苦手とする教員を引き上げることに加え、ICT活用指導スキル

が高い教員をさらに伸ばすことにつながるコンテンツもあります。

（3）「自己啓発」
コンテンツを利用したICT活用指導力の向上



3 研究

① 種類、内容

ICT活用による学びの質の転換を図るために、教育総合センターを中心とした教育委

員会が進める研究、学校ごとに主題を決めて取り組む校内研究を実施していきます。

そして、研究活動の中で明らかになった成果や課題は、学校や全ての教員に還元さ

れるよう、情報の共有や成果の普及啓発を図る体制を構築します。

② 普及啓発方法

 先進的な指導案や教材などを動画やデータなどとして集積し、インターネット環境を

用いた研修への活用や、ネットワークシステムを通じて全ての教員が日々の授業や研

究活動などに活用できるようにします。
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研究の種類 研究の内容

教育総合センター
ＩＣＴ研究

教育総合センターに配置するＩＣＴ教育推進アドバイザーの支援に
より研究活動（学校の授業でのＩＣＴ環境の活用の推進、教員のＩ
ＣＴスキルの向上、他自治体などの先進事例の収集とデータべース
化）に取り組みます。

ＩＣＴ活用研究協力校

デジタル教科書の運用、学習ログの活用による個別最適な学びの実
施、特別支援学級におけるデジタル教材の活用に取り組みます。そ
れぞれのツールの有用性を適切に評価し、今後の対応を決めていき
ます。

ＩＣＴ活用研究指定校
探究的な学びにＩＣＴをツールとして活用する研究に取り組みます。
研究メッセで発表を行います。

（1）教育委員会が進める研究及び研究指定校における研究



令和3年度 令和4年度 令和5年度

教育総合センター
ICT研究

ICT教育推進アドバ
イザーやICT支援員
による支援の運用

ICT教育推進アドバイ
ザーやICT支援員によ
る支援の検証・改善

各学校への担当制度
の 開 始 （ ICT 支 援
員）

ICT活用研究協力校、
ICT活用研究指定校

ICT活用研究校によ
る先進的な取組み
の開始

ICT活用研究校による
先進的な取組みの全
校への普及の施行

普及の度合いによる
学校への支援

③ 年次スケジュール

①研究機能としての役割

ＩＣＴインフルエンサーは、区内の同一エリアのＩＣＴ推進担当者とのミーティ

ングやＩＣＴアドバイザーによる研修の受講などを通して、ＩＣＴ活用に関する自

身の力量を高めるとともに、以下の内容についてインフルエンサー同士のグループ

研究を進め、区内への普及啓発を図ります。

②研究内容

ア 伝達講習や校内ＯＪＴの効果的な進め方

イ 実践事例の開発と効果的な動画やチラシの作成

ウ 区内全体への普及啓発方法

③ICTインフルエンサーに求められるもの

ア ICTを活用した新たな学びを実践できる

イ ICTを活用して情報発信できる

ウ 他校の教員に普及啓発できる

④当面の普及啓発方法

ア 他校の教員とオンラインミーティング

イ ノウハウをオンデマンド配信

ウ 公開授業のライブ配信
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（2）ICTインフルエンサー

① 年次スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度

ICTインフルエンサー
ICTインフルエンサーの
選任、普及・啓発活動
の実施

ICTインフルエンサーに
よる普及・啓発活動の
改善

既存制度の終了によ
る新しい普及・啓発
活動の実施



4 学校や教員に対する人的支援体制

児童生徒がICTを活用した学びを進めていくために、授業における活用やオンライン授

業の運営を行う教員を直接支援する人材を配置することは有効です。

以下の人的支援体制により、ICT活用による授業実践や教育活動を円滑に行います。

人的支援 支援の内容

ICT支援員
（12名配置）

ICT支援員は以下のような業務を担い、学校や教員を直接支援します。
・授業中におけるICT機器の操作支援
・教員に対する授業事例の紹介、授業内容に関する相談・助言、教
材作成支援
・校内研修実施に際して、研修内容に対する相談・助言及び教材作
成支援

スクール・サポー
ト・スタッフ
（全校に配置）

・教員が児童生徒と直接関わり、児童生徒の学びの保障に力を発揮
できるように、例えば、家庭学習や家庭への連絡資料の準備や健
康観察のとりまとめなどを教員のかわりに行います。ICT機器を用
いた授業やオンライン授業の配信などの場面で担当の教員を支援
することもできます。

学習指導 サポー
ター（24名配置）

・児童生徒たちの学びを徹底的にサポートする役割を担い、例えば、
教室内における児童生徒の端末活用の補助、あるいは、ICTを活用
した補習や家庭学習の準備、教材作成補助を行うことができます。

教育委員会が支援を受け学校に還元する人的支援

ICT教育推進アドバ
イザー（専門性の
高い学識経験者を
委嘱）

・区内全体のICT活用の推進体制、教員のICT活用指導スキルの向上、
ICTインフルエンサーの研修、ICT活用事例や教材、学習指導案等
のデータベース化に関する支援を行います。
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ICT活用を進める中で授業の質の転換を図るには、学校経営、人材育成の中にICT活用指

導力向上を位置付けていくことが重要です。

このことにより、教員が授業づくりの中でICTを積極的に取り入れ、ICT活用指導力を向

上させることにつなげます。

5 校内の推進体制

〇 学校経営方針への位置付け（人事考課制度の活用）

校長は、学校経営方針の中にICT活用の推進を明確に位置付けるとともに、教員の個々

の目標が学校経営方針と関連するかについて共通理解を図り、教員に期待する職務上の水

準を明確に伝えます。

〇 自己申告を通じた人材育成

自己申告の面接等を通じて、校長・副校長は教員から申告された職務目標の方向性や目

標の達成過程等について、学校経営方針等との 整合性が図られるよう、指導・助言を行

います。

〇 ICT推進チームの設置

担当一人の教員に負担をかけることなく、持続可能な体制を構築するため、校内に、

ICT推進リーダーに加えてサブリーダー等を分掌に位置付けるなどして、複数の教員でICT

推進チームを適切に組織します。

〇 学校評価を通じた改善

自己評価や学校関係者評価の中にICT活用の推進状況を評価する項目を設定し、各学校

そして区内公立学校全体の教員のICT活用指導力の状況や児童生徒の情報活用能力の育成

状況などを的確に把握し、人材育成計画の進行管理及び計画の改善検討などを適宜行いま

す。
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参考：令和3年度の取組み一覧

1学期 夏季休業 2学期 3学期

校
内
体
制

研
修

研
究

活
用
支
援

校長研修

ICTインフルエンサー研修・ミーティング

1-2-10年
研修

学びを変えるGIGAスクール研修

STEAM・
プログラミング研修

研究校への
予算配当

研究校による授業公開 研究校による
好事例集の配布

ICT支援員・指導主事による学校訪問

ICTインフルエンサーによるICT活用研修動画の配信

ICT研究校
の決定

副校長研修

教務主任研修
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学校経
営方針
の周知

自己申告
書への
目標設定

授業観察
①

自己申告
書の中間
報告

授業観察
②

学校関係
者評価の
実施

自己申告書
の最終報告

授業観察
③

全教員への伝達講習

他校の教員へ周知

教育総合センターICT研究





第4章 ICT活用実践事例



～はじめてのICT活用～

はじめてICTを活用して指導をする先生方にとって、取り組みやすく、

しかも教育効果の高い実践事例を紹介します。

はじめはコミュニケーションツールとしての活用を中心にしてICT活

用指導スキルを高め、「探究的な学び」や「協働的な学び」、「個別最

適な学び」につながるよう活用を広げていきましょう。

①学校だよりや学年だよりなどの各種便りを配信する

オンラインで配信することで確実に届けることができ、紙の使用量を削減

できます。

1 コミュニケーションツールとしての活用実践事例

48



③メッセージを送り合う

双方向型学習支援アプリでメッセージを送り合うことができます。まずは

教員と児童生徒で送り合うことから始め、慣れてきたら児童生徒間のメッ

セージのやりとりにまで広げていきましょう。

双方向型学習支援アプリを活用することで児童生徒の考えを簡単に知るこ

とができます。次の指導につなげるための振り返りで使うと効果的です。

②アンケートを行う
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⑤保護者会をオンラインで行う

オンラインで行うことでより多くの保護者が参加しやすくなります。

④職員会議をオンラインで行う

すべての教員が参加する職員会議をオンラインで行えばICTを活用する場

面を意図的に作ることができます。
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①学習の振り返りを記録する

毎時間、学習の振り返りを記入すると学びの過程が可視化でき、友達や教

員とも共有できます。

②学習対象をカメラで記録する

草花の様子や実験過程、建物の構造などをカメラで記録すると、詳しく分

析したり、分かりやすく説明したりすることができます。

2 「探究的な学び」「協働的な学び」の活用実践事例
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③運動や歌唱、演奏を撮影する

自分の動きをチェックしたりアドバイスをし合ったりすることができます。

双方向型学習支援アプリで画像を提出させれば、評価資料を蓄積することも

できます。

④ワークシートや写真、動画を共有、協働編集する

双方向型学習支援アプリでワークシートや写真、動画を瞬時に共有するこ

とができ、一つのデータをみんなで協働編集することもできます。 52



⑤協働してプレゼンテーションを作成、発表する

みんなの意見を反映してより良いプレゼンテーション資料を協働して作成

することができます。

①板書を撮影して復習する

授業終了時に板書を撮影してノートに書き写せなかった内容を復習できま

す。欠席した児童生徒に配信することもできます。

3 「個別最適な学び」につながる実践事例
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②音読や調理など技能系の課題を撮影して提出する

音読やスピーチなどは繰り返し練習させて、客観的に自分の表現を見返す

ことでより精度を上げることができます。

③AIドリル系アプリを活用して学習する

個別学習支援アプリを使って、自分のペースでAIによって出題される基礎

的な問題や発展的な問題に取り組ませることができます。
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④次時の課題を伝え、予習をする

次の授業の学習課題を配信することで、事前に多様なデジタル教材にアク

セスさせて、自分の考えをもって授業に臨ませることができるので効率的に

授業を進めることができます。

⑤オンラインで遠隔から授業に参加する

欠席している児童生徒や他校の児童生徒などともつながって学ぶことがで

きます。
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各教科等の学習の中でアプリを活用して、教科の学びを深めながらプログ

ラミング的思考を育むことができます。

②プログラミングの授業を行う

アンケートなどの調査で集めたデータを、表計算アプリでグラフ化して分

析させると傾向や差異等を分かりやすく把握させることができます。

①データを分かりやすくまとめ、分析する

4 プログラミング教育・STEAM教育など先端技術の
活用実践事例
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第5章 対談

一人一台のタブレット活用の先にあるもの



Q1 一人一台のタブレットを活用した学びが始まりました。円滑に導入

を進めるためにはどのようなことが必要だと考えますか？

デジタルシチズンシップ教育の第1人者の豊福 晋平准教授（国際大学）

と先進的な実践に取り組んでいる鈴木 秀樹教諭（東京学芸大学附属小金井

小学校）にICTを活用した教育の展望を伺いました。

一人一台のタブレットを活用した学びを円滑に導入する秘訣やICTを活用

した教育の未来予想図など、これから取り組まれる方々にとって必読の話題

が盛りだくさんです。

豊福：まずは、授業で使うよりも、日常的に使うところから始めてほしいと思います。

日常的に使って、スキルをアップすることで、より面白い授業を行えるように

なると思います。双方向型学習支援アプリを使って、プリントなどのやり取り

などから始めることをおすすめします。鈴木先生はどのように使われていたの

でしょうか。

※以下敬称略
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鈴木：豊福先生のおっしゃる通り、高度な使い方ではなく、まずは使ってみようとい

うのがいいと思います。その際、スタンドアローン（※1）では無く、つなが

りのある使い方がポイントとなります。例えば、写真を撮って、それをタブ

レットに保存しておくだけでは活用は広がりません。

豊福：普段から先生方がやっている子どもたちや保護者、先生同士のコミュニケー

ションの一部をタブレットを活用してデジタルに置き換えてみることで活用が

広がっていきます。

鈴木：子ども同士のコミュニケーションは、初めは先生が見ている中で、いろいろと

チャレンジをさせていくことが重要になります。例えば、日直日誌をデジタル

に置き換えたら、子どもたちに好評でした。持ち帰りもできるので家で書いて

送ることもできます。毎日の取組の様子が記録として残っていくので、クラス

の歴史になります。先生から見えているし、様式も決まっているので荒れよう

もありません。

豊福：コミュニケーションから始めていき子どもたちが使いこなすようになると、

キーボードを速く打てるようになりたいという気持ちになるようですね。

鈴木：早く打てないとフラストレーションが溜まるようです。子どもたち同士でキー

ボード練習ツールを紹介し合っています。ゲーム感覚で取り組んで上手くなっ

ていきます。タイピング技術が上がると、より広範囲の子どもと関われるよう

になります。

豊福：先生の講義型の一斉指導だとコミュニケーションの幅が狭くなりがちですが、

Teams（※2）のようなコミュニケーションツールを使えば、子ども同士のやり

取りが増えるので情報量が増えていくと思います。
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※1 タブレットなどの端末が、ネットワークや他の端末等に接続されずに、単独で

動作している環境のこと。

※2 Microsoft社のグループチャットやビデオ会議、共同編集作業等が行えるアプリ

のこと。世田谷区では児童生徒や教員のタブレットで利用できるように整備し

ている。



Q2 教員の教育観や授業スタイルの変革が必要だと思いますが、どのようなマ

インドチェンジが必要でしょうか？

豊福：大学ではコロナ禍で対面指導ができずにオンラインに切り替えざるを得

なくなりました。これまでのやり方が通用しなくなり、変更を余儀なく

されたので頭を悩ませている教授もいました。

鈴木：私の学校では先生たちがオンラインで子どもとつながろうと頑張ってい

ました。あの頃、流行っていた「オンライン朝の会」のような同期型

（コミュニケーション）（※4）ではなく、非同期（型コミュニケー

ション）でどう繋がるかを試行錯誤していました。

豊福：学校によって対応の違いが出たと思いますが、うまくいった理由はあり

ますか。

鈴木：授業が終わった後にTeamsを使った子ども同士のやり取りを見返すと、

本当にすごい情報量が短い時間で飛び交っています。それを授業時間内

にまとめるのは難しいのですが、次の授業の冒頭で振り返りをしていま

す。今までの授業の組み立てと変わりました。

豊福：子どもの学習データがTeamsやOneDrive（※3）に残りますが、残すと

いうことを意識しないと無駄になってしまいます。そうならないために

は、例えば、子どもたちに半年後、1年後に学習データをプレゼンテー

ションや動画にまとめて発表するという活動のゴールを示しておけば、

そのためにいる／いらないを選別するようになります。
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※4 お互いに同じ時間を共有して即座に応答し合うコミュニケーションのあり方。

例えば、対面や電話による会話など。

※3 Microsoft社が提供するインターネット上に文書や音声、動画等のファイルを保

存することができるオンラインストレージ。



鈴木：先生が、一度に学級の全ての子どもとつながることは難しかったです。

一斉講義のように全ての子どもが同じ時間に歩調を揃えて学習を進める

ことはできませんでした。したがって、子どもは、自分でやり方を決め

て、自分のペースで学びを進めていました。先生方は、個別に学習を進

めている子どもに時間をずらしながら寄り添うようになりました。この

ような経験を経て、気付けたことがあります。学びの主導権は、子ども

にあるということです。「Face to Face」(※5)でやっていたところ

から、「Side by Side」（※６）に変わっていきました。臨時休業中

にこのような学びを経験できたことは貴重でした。

豊福：今、多くの教室で先生が子どもの学びを完全にコントロールしています。

子供たちは、先生が示したルートを辿って学習のゴールに向かって進ん

でいます。このような中、子どもに学びの主体を渡すと糸の切れた凧の

ようになりかねません。グループワークなどを経験させ、徐々に移行し

ていく段階が必要だと思います。

鈴木：「Side by Side」でいこうと思うと、普段の授業も変わってきます。

最初のブリーフィング（※7）が5分くらいあって、あとは子どもたち

が自分でどんどん進めています。

豊福：先生はTeamsの中で子どもが学んだことが確認できますね。鈴木先生の

学級のTeamsの中に記録されている学習ログは貴重な先行研究資料にな

りますね。いろいろな先生に見てもらいたいです。今、取り組んでいる

5年生が6年生になったらどうなるか楽しみです。

鈴木：子どもが、自分で学びをコントロールできるようになることを目指して

います。単元の課題を自分たちで設定できるところまで成長させたいで

す。「問い」を立てるところから、「問い」を解決するための道のりま

で自分で設定できるようになってほしいです。
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※5 教員と児童生徒が正面から向き合っている状態。

※6 教員が児童生徒の隣に寄り添っている状態。

※7 事前の説明や打ち合わせ、状況報告など。



豊福：「探究的な学び」、「協働的な学び」とは、コミュニケーションを大事

にして学びを深めていくことだと思います。ICTを使うと、効率よくで

きるようになります。学んだことを地域に還元する場を設けると子ども

は現実の社会で矢面に立たされます。そうすると思考力、判断力、表現

力が鍛えられます。もう一つは、個別最適化。先ほど鈴木先生がおっ

しゃった通り子どもが問いを立て、自分が何を必要としているかを見極

める力なのだと思います。

鈴木：個別最適な学びについては、学びに困難さを抱えている子どもにどれだ

け学びの選択肢を用意できるかが重要だと考えます。結構な数の子ども

が何かしらの困難さを抱えています。ICTを使えば、和らげることがで

きるのでどんどん使っていくべきです。例えば、細かい文字を太くて大

きい文字に変えて見やすくする子どもはいます。ただ、自分の考えをま

とめるのに、紙を使うのがよいか、パワーポイントがよいかとなると、

まだ経験が足りないので、判断することが難しいです。ここでも子ども

が自分で選べるかというのが大事です。

豊福：私自身が受けた教育はやり方一つしか教わっていなかったです。自分は

得意ではないが、先生がオーダーしているから私は苦手ですとは言えな

い。これは課題だと思います。ディスレクシア（※8）のお子さんが、

自分の特徴に気づくきっかけを奪っています。

Q3 「探究的な学び」や「協働的な学び」、「個別最適な学び」を、ICT

を活用して推進しようとしている世田谷区の取り組みはいかがで

しょうか？
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※8 学習障害の一種で、文字の読み書きに著しい困難を抱える障害。知的能力の低

さや勉強不足が原因ではなく、脳機能の発達に問題があるとされている。



鈴木：例えば、国語では教科書を自分で読んでもいいし、デジタル教科書で画

面を大きくしてもいい。読み上げ音声を聞いてもいいとしています。結

構、子どもたちの選択は分かれます。経験を積ませると、自分に合った

ものを選べるようになります。選択肢を与えるのが大事です。選ぶこと

が特別なことでなくみんなが選べる環境がよいと思います。

豊福：自分の学習理解度を測り、分かっているのかどうかを自分で判断でき、

その上でその先の学び方を考えさせたいですね。学習の到達点が分かっ

ていれば、先生がコントロールしていなかったとしても、子どもに学び

を任せることができます。

鈴木：学びの主導権を子どもたちに渡していいのだと思います。これを先生た

ちに分かってほしいです。一斉講義型の授業を前提とした学習規律では

GIGAの時代に対応できません。これまでの学習規律を取っ払い、子ど

もたちと一緒に一人一人の学び方に相応しい学習環境を作っていけるか

が“カギ”になります。

豊福：今は先生が子どもの学びを全て統制する枠組みで見ている傾向にあると

も言えます。統制型でICTを入れるととんでもないことになります。常

にログ(※9)が残るので行動監視になる恐れもあります。子どもが自分

で社会に参画していくことにICTを使わないと、つまらなくなってしま

うでしょう。
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※9 タブレットなどの利用状況やデータ通信履歴などの記録



豊福：蓄積された学習ログ（※10）はこれまでの学びの過程を振り返り、

今後の学びをよりよいものにしていくために活用するべきだと思い

ます。まずは、先生が、子どもに“よりよい学びにしていくにはど

うすればいいか”と助言するために活用する。先生には「君はこの

まま進んでいけばいい」とか、「君の勉強の仕方が違っている」、

「先生の課題の出し方が違ったのかも」と言える存在になってほし

いですね。

鈴木：今、学期末で通知表を作っています。Teamsのチャネル（※11）で

一人一人がどのように反応したのか、ログを見たらよく分かります。

子ども自身が“自分の学びが実はうまくいっていたのか”“もっと

うまくいく可能性があったのか“と振り返るために、材料を提供し

てくれます。それを見て子ども自身が次の学びを選べるようにして

いきたいです。

豊福：今の通知表は、例えば健康診断の結果表を見て健康状況の良し悪し

が分かるような仕組みです。ただ、学びの過程までは分かりづらい

と思います。しかし、Teamsの学習ログでその子なりの成長が見ら

れたところに先生がタグを付けて（※12）おけば、子どもの成長過

程を簡単に示すことができます。これからは、通知表の形も変わっ

てくるように思います。

鈴木：むしろ、変えていかないとダメだと思います。保護者に子どものロ

グを示しながら、子どもの成長を話し合うことができます。今の通

知表のように結果として「できた／できなかった」ではない、学び

の過程までも伝えられるようになると思います。

Q4 教育分野におけるビッグデータである学習ログを活用した先進的

な研究が始まっていますが、期待することや今後の展望を教えて

ください。
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※10 児童生徒が学習して残された記録。例えば、児童生徒がタブレットに入力し

た文書や録音・録画した音声や画像など。

※11 Teamsのアプリ内で、目的毎に分かれた小さなグループ。グループのメンバー

同士でチャットやビデオ会議、共同編集などができる。

※12 データやファイルに目印を付けて整理すること。Teamsの中でタグが付けられ

たデータは閲覧しやすくなったり、分析しやすくなったりする。
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